
 

 

 

 

こ

ん

に

ち

は

。

市

議

会

議

員

の

上

甲

で

す

。

市

政

報

告

書

の

第

５

号

を

お

届

け

い

た

し

ま

す

。

 

早

い

も

の

で

私

が

去

年

の

十

月

に

補

欠

選

挙

で

当

選

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

９

ヵ

月

が

経

と

う

と

し

て

い

ま

す

。

今

回

の

「

さ

か

そ

う

通

信

」

は

今

ま

で

の

議

員

と

し

て

の

活

動

を

通

じ

て

、

私

の

阪

南

市

に

対

す

る

思

い

、

こ

れ

か

ら

取

り

組

む

べ

き

方

向

、

姿

勢

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

す

。

 

  

【

私

の

７

つ

の

思

い

】 

（

１

）

 

阪

南

市

人

口

７

万

人

を

目

指

す

。 
（

２

）
 

全

市

民

の

自

治

会

・

自

主

防

災

会

加

入

を

目

指

す

。 

（

３

）

 

地

域

で

取

り

組

む

教

育

強

化

。 

（

４

）

 

産

業

の

活

性

化

。 

（

５

）

 

阪

南

市

の

魅

力

を

伸

ば

す

。 

（

６

）

 

ク

リ

ー

ン

（

清

潔

）

オ

ー

プ

ン

（

公

開

）

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

（

前

向

き

）

な

政

治

。 

（

７

）

 

子

ど

も

達

に

明

る

い

未

来

を

、

お

年

寄

り

に

楽

し

い

毎

日

を

創

り

出

す

。 

  

以

上

の

７

つ

で

す

。

後

ろ

の

２

項

目

は

、

私

が

去

年

の

選

挙

の

公

約

と

し

て

訴

え

さ

せ

て

も

ら

っ

た

も

の

で

、

今

も

変

わ

ら

ず

心

の

大

き

な

部

分

を

占

め

て

お

り

ま

す

。

前

半

の

５

項

目

は

こ

の

度

、

新

し

く

声

を 

上

げ

さ

せ

て

も

ら

う 

も

の

で

、

詳

細

に

つ

い

て 

一

つ

ず

つ

解

説

さ

せ

て 

い

た

だ

き

ま

す

。 

阪

南

市

人

口

７

万

人

 

阪

南

市

の

理

想

を

考

え

る

と

、

３

６

㎢

と

い

う

面

積

、

山

と

海

に

恵

ま

れ

た

環

境

、

地

域

性

、

歴

史

、

現

況

、

交

通

な

ど

総

合

的

に

判

断

す

る

と

阪

南

市

人

口

７

万

人

と

い

う

数

字

が

浮

か

び

上

が

り

ま

す

。 

現

在

５

万

７

千

人

強

の

人

口

で

す

が

、

平

成

１

５

年

に

は

一

度

６

万

人

に

達

し

て

い

ま

し

た

。

そ

の

平

成

１

５

年

を

基

準

に

し

て

、

桃

の

木

台

に

あ

と

３

千

人

（

桃

の

木

台

は

９

千

人

の

計

画

人

口

規

模

の

都

市

計

画

に

現

在

４

千

５

百

人

）

、

新

興

住

宅

と

言

わ

れ

る

舞

、

光

陽

台

、

箱

作

、

緑

ヶ

丘

、

箱

の

浦

、

桜

ヶ

丘

の

空

き

家

・

空

き

地

対

策

に

力

を

入

れ

４

千

人

、

阪

南

市

５

つ

の

駅

近

郊

に

３

千

人

、

合

計

１

万

人

を

増

加

目

標

と

し

て

、

総

人

口

７

万

人

を

目

指

し

ま

す

。 

も

ち

ろ

ん

、

た

だ

単

純

に

「

人

口

増

加

」

す

れ

ば

良

い

と

い

う

も

の

で

は

な

く

、

年

齢

分

布

改

善

の

た

め

、

子

育

て

世

代

や

学

生

、

子

ど

も

達

を

増

や

す

。

企

業

誘

致

も

頑

張

っ

て

雇

用

を

創

出

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

そ

の

７

万

人

を

安

定

、

継

続

で

き

る

よ

う

な

環

境

づ

く

り

に

取

り

組

ま

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

人

口

７

万

人

の

阪

南

市

は

、

隅

々

ま

で

サ

ー

ビ

ス

が

行

き

届

き

、

前

向

き

財

政

、

市

民

の

皆

さ

ん

も

各

種

団

体

も

交

流

が

活

発

で

、

元

気

溢

れ

る

街

に

な

り

ま

す

。 

自

治

会

・

自

主

防

災

会

 

地

域

の

安

全

・

安

心

を

最

も

身

近

に

、

万

一

の

時

は

瞬

発

力

と

機

動

力

を

も

っ

て

活

動

で

き

る

の

が

自

治

会

で

す

。

近

い

将

来

必

ず

起

き

る

南

海

・

東

南

海

地

震

、

阪

南

市

で

は

３

．

４

ｍ

に

達

す

る

と

予

測

さ

れ

る

津

波

。

防

災

と

減

災

の

為

、

自

治

会

が

不

可

欠

で

す

。

 

現

在

、

阪

南

市

に

は

六

十

一

の

自

治

会

が

あ

り

、

平

成

２

４

年

度

で

加

入

率

は

６

６

％

。

平

成

１

７

年

に

は

７

２

．

５

％

あ

っ

た

も

の

が

、

６

．

５

ポ

イ

ン

ト

悪

化

し

て

い

る

の

が

現

状

で

す

。

平

成

２

４

年

の

市

の

総

合

計

画

に

よ

る

と

、

平

成

２

８

年

度

に

は

自

治

会

加

入

率

を

７

５

％

ま

で

引

き

上

げ

る

目

標

が

設

定

さ

れ

て

い

ま

す

。 

右

肩

下

が

り

の

も

の

を

右

肩

上

が

り

に

転

じ

て

且

つ

、

９

ポ

イ

ン

ト

の

増

加

を

し

よ

う

と

思

え

ば

並

大

抵

の

で

は

出

来

ま

せ

ん

。

各

自

治

会

単

位

で

は

新

規

勧

誘

を

一

生

懸

命

頑

張

っ

て

く

れ

ま

す

。

や

は

り

こ

れ

だ

け

の

増

加

に

転

じ

る

の

で 

あ

れ

ば

制

度

見

直

し 

も

含

め

て

行

政

と 

し

て

の

改

革

が 

絶

対

必

要

で

す

し

、 

近

い

う

ち

に

全

市

民

が

地

域

と 

子

ど

も

達

の

未

来

の

為

に 

自

治

会

に

参

加

し

て

頂

か 

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

平成 25 年 07 月 第 005 号 

「ともにさかそう 笑顔とお互いさまのまち 阪南」～ 自分を取り巻く人や自然などの環境と繋がり、互いに慈しみ、思いやり、感謝し、 

自らができる役割を担いながら【お互いさま】、市民や各種団体、事業者、市役所が協働して【ともに】、市内に花を咲き誇らせ、緑を 

大切にして自然を守る【花を咲かせる】、産業や地域資源を活かしてまちを発展させる【まちを栄かせる】、人（人財）を大切にする 

【人を咲かせる】ことにより、市民みんなから笑顔がこぼれる【笑顔を咲かせる】まちにしていこう ～ 「さかそう通信」お届けします。 

執筆・印刷 

上甲 誠（じょうこうまこと） 

無所属 （1973 年阪南市生まれ）  

市政相談所： 〒599-0224 阪南市舞 4-30-2 

電話 072-474-9211 メール mac@j.zaq.jp 

ブログ http://blog.zaq.ne.jp/macjoe2/ Sakaso 



 

  

 

地

域

と

教

育

 

３

番

目

、

地

域

で

取

り

組

む

教

育

に

つ

い

て

で

す

。

現

在

、

阪

南

市

で

は

各

中

学

校

単

位

で

、 

「

地

域

教

育

協

議

会

」

い

わ

ゆ

る

「

す

こ

や

か

ネ

ッ

ト

」

が

組

織

さ

れ

て

い

ま

す

。

（

「

さ

か

そ

う

通

信

第

４

号

」

に

詳

細

を

書

か

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

） 

◆

鳥

取

中

学

校

 

校

区 

・

・

・

は

ー

と

り

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

◆

貝

掛

中

学

校

 

校

区 
・

・

・

街

角

ふ

れ

あ

い

協

議

会 

◆

尾

崎

中

学

校

 

校

区 

・

・

・

Ｗ

Ａ

Ｖ

Ｅ

 

Ｏ

Ｚ

Ａ

Ｋ

Ｉ

（

ウ

ェ

ー

ブ

オ

ザ

キ

）

協

議

会 

◆

鳥

取

東

中

学

校

 

校

区 

・

・

・

さ

わ

や

か

鳥

東

ネ

ッ

ト 

◆

飯

の

峯

中

学

校

 

校

区 

・

・

・

り

ん

く

る

桃

の

木

台 

 

以

上

、

５

つ

の

協

議

会

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

地

域

の

特

色

を

生

か

し

た

活

動

に

取

り

組

ん

で

く

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

「

中

学

校

区

」

と

い

う

単

位

、

実

は

も

っ

と

可

能

性

を

秘

め

て

い

る

の

で

す

。

と

い

う

の

も

地

域

の

特

性

を

理

解

し

、

子

ど

も

達

の

性

質

も

理

解

し

、

教

育

、

躾

は

も

ち

ろ

ん

、

市

民

活

動

全

て

の

要

と

し

て

最

も

適

し

た

規

模

な

の

で

す

。

ま

ず

は

地

域

で

子

ど

も

達

を

育

て

る

、

こ

の

意

識

を

高

め

る

取

り

組

み

を

始

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

産

業

の

活

性

化

 

ま

ち

が

元

気

を

、

活

気

を

取

り

戻

そ

う

と

思

え

ば

、

産

業

が

活

性

化

す

る

こ

と

が

一

番

大

事

で

す

。

尾

崎

駅

周

辺

も

今

の

ま

ま

で

は

い

け

ま

せ

ん

。

商

工

業

、

漁

業

、

農

業

な

ど

阪

南

市

の

潜

在

能

力

は

こ

ん

な

も

ん

じ

ゃ

な

い

筈

で

す

。

も

っ

と

行

政

と

し

て

も

、

力

を

入

れ

、

産

業

観

光

も

含

め

て

活

性

化

し

て

い

か

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。 

魅

力

を

伸

ば

す 

私

の

こ

の

「

さ

か

そ

う

通

信

」

や

ブ

ロ

グ

、

議

会

で

も

、

こ

と

あ

る

度

に

声

を

大

に

し

て

申

し

上

げ

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

「

阪

南

市

の

魅

力

」

に

つ

い

て

で

す

。 

文

化

、

ス

ポ

ー

ツ

、

伝

統

、

歴

史

、

芸

術

、

観

光

、

国

際

交

流

、

地

域

交

流

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

な

ど

、

た

く

さ

ん

あ

る

魅

力

を

み

ん

な

で

伸

ば

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

。 

ク

リ

ー

ン

（

清

潔

）

 

オ

ー

プ

ン

（

公

開

）

 
ポ

ジ

テ

ィ

ブ

（

前

向

き

）

 

こ

の

三

つ

が

、

私

の

政

治

信

条

で

あ

り

ま

す

。

皆

さ

ん

と

一

緒

に

阪

南

市

の

未

来

に

つ

い

て

、

日

本

の

未

来

に

つ

い

て

考

え

、

取

り

組

ん

で

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。 

明

る

く

楽

し

い

毎

日

 

子

ど

も

達

に

明

る

い

未

来

を

、

お

年

寄

り

に

楽

し

い

生

き

甲

斐

の

あ

る

毎

日

を

。 

こ

れ

も

私

が

言

い

続

け

て

い

る

こ

と

の

一

つ

で

、

内

容

は

当

た

り

前

な

事

な

の

で

す

が

、

き

ち

ん

と

声

に

出

し

て

、

意

識

を

も

っ

て

日

頃

取

り

組

む

と

い

う

事

が

大

切

で

す

。 

 

ま

と

め

と

し

て 

 

以

上

、

今

回

は

私

の

政

治

に

対

す

る

思

い

を

述

べ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

市

議

会

議

員

と

し

て

出

来

る

こ

と

と

は

、

市

民

の

皆

様

の

声

を

行

政

に

届

け

る

こ

と

。

行

政

に

つ

い

て

、

阪

南

市

の

未

来

に

つ

い

て

皆

様

と

一

緒

に

考

え

、

提

案

、

実

行

す

る

こ

と

。

そ

し

て

阪

南

市

は

今

ど

う

な

っ

て

い

る

の

か

、

今

後

ど

う

な

る

の

か

を

確

か

な

情

報

と

し

て

皆

様

の

元

へ

お

伝

え

す

る

こ

と

。 

 

こ

れ

か

ら

も

誠

実

に

精

い

っ

ぱ

い

取

り

組

ん

で

参

り

ま

す

。 

  

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

ブ
ロ
グ

・
上
甲
誠
後
援
会
も
含
め
て
、
阪
南

市
議
会
議
員 

上
甲 

誠
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
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http://blog.zaq.ne.jp/macjoe2/ 

阪南市のお得情報、イベント、 

こんなこと知りたかった、満載！！ 

市政相談・お問い合わせ 

お気軽に 上甲誠市政相談所へ 
 
 
 
 
 
 
 

大阪府阪南市舞 4-30-2 

電話 072-474-9211 

メール mac@j.zaq.jp 

ご希望の方には 

さかそう通信 

郵便配達 
いたします！ 

右記までお問い合わせ 

お願いします。 


